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１ 
全
国
安
全
週
間
の
実
施 

 

「
多
様
な
仲
間
と 

築
く
安
全 

未
来
の
職
場
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今

年
で
98
回
目
と
な
る
「
全
国
安
全
週
間
」
が
７
月
１
日
か
ら
７
日
（
準
備
期
間
：

６
月
１
日
か
ら
30
日
）
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
各
産
業
の
事
業
場
で
は
、
労
働
災
害
防
止
対
策
が
展
開
さ
れ
、
こ
の

努
力
に
よ
り
全
国
の
労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
が
、
労
働
災

害
統
計
情
報
を
見
る
と
、
令
和
６
年
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
は
、
死
亡
災
害
は
集

計
開
始
以
降
最
少
と
な
っ
た
昨
年
を
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
一
方
で
、
休
業
４
日

以
上
の
死
傷
災
害
は
前
年
同
期
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
平
成
22
年
に
死
傷
者
数
が

増
加
に
転
じ
て
以
降
、
増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。 特

に
、
高
齢
労
働
者
の
増
加
を
背
景
に
、
転
倒
や
腰
痛
と
い
っ
た
労
働
者
の
作

業
行
動
に
起
因
す
る
死
傷
災
害
が
増
加
し
続
け
て
お
り
、
死
亡
災
害
に
つ
い
て
は

依
然
と
し
て
墜
落
・
転
落
な
ど
に
よ
る
災
害
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

労
働
災
害
を
少
し
で
も
減
ら
し
、
安
全
な
職
場
環
境
を
築
く
た
め
に
は
、
令
和

５
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
第
14
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に
基
づ
く
施
策
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
各
協
会
及
び
会
員
の
皆
様
に
は
労
働
安
全
の
確
保
、
特

に
重
大
災
害
の
絶
滅
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
令
和
６
年
度
に
お
け
る
国

有
林
野
事
業
の
請
負
事
業
等
に
お
い
て
は
他
の
事
業
で
重
大
災
害
が
増
加
し
た

中
、
森
林
土
木
事
業
に
お
い
て
は
重
大
災
害
発
生
ゼ
ロ
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
に
お
い
て
も
昨
年
度
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

林
土
連
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
「
労
働
災
害
防
止
、
特
に
重
大
災
害
発

生
ゼ
ロ
へ
の
取
組
」
を
今
年
度
の
事
業
計
画
の
重
点
事
項
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。 

ま
た
、「
令
和
７
年
度
技
術
・
安
全
対
策
実
施
方
針
」
に
お
い
て
も
全
国
安
全
週

間
を
前
に
、
本
紙
で
の
安
全
特
集
や
労
働
安
全
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
・
配
布
な
ど
、

労
働
安
全
対
策
の
啓
発
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

各
協
会
及
び
会
員
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
全
国
安
全
週
間
を
労
働
安
全
確

保
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
し
、
安
全
で
快
適
な
職
場
づ
く

り
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

２ 

全
国
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況 

厚
生
労
働
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
令
和
６
年
（
１
月
～
12
月
）
に
は
13
万
３
５

５
１
人
の
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
（
休
業
４
日
以
上
）
が
発
生
し
、
こ
の
う
ち

７
２
４
人
の
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。 

労
働
災
害
発
生
件
数
は
、
現
在
と
同
じ
統
計
手
法
が
採
用
さ
れ
た
昭
和
57
年
に

は
約
29
万
人
の
死
傷
者
が
発
生
し
、
う
ち
２
千
７
百
人
余
が
死
亡
者
で
し
た
が
、

人
命
尊
重
と
労
働
安
全
意
識
の
定
着
、
労
働
災
害
防
止
対
策
の
進
展
に
よ
っ
て
、

こ
の
10
年
ほ
ど
死
亡
者
数
は
千
人
～
７
百
人
程
度
ま
で
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

（
図―

１
） 

一
方
、
死
傷
者
数
は
、
平
成
21
年
に
は
10
万
人
台
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
一
転
し
て
増
加
が
続
き
、
令
和
３
年
以
降
は
13
万
人
を
超
え
、
さ
ら
に
毎

年
前
年
を
上
回
る
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
（
図―

１
） 

次
に
令
和
６
年
の
死
傷
者
数
を
業
種
別
（
図―

２
）
に
見
る
と
、
第
三
次
産
業

労
働
安
全
対
策
の
推
進 
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が
最
も
多
く
、
次
い
で
製
造

業
、
運
送
業
と
続
き
、
建
設

業
は
４
番
目
の
１
万
３
６

６
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

死
亡
者
数
を
業
種
別
（
図

―

３
）
に
見
る
と
、
建
設
業

が
最
多
の
２
２
６
人
で
第

三
次
産
業
、
製
造
業
、
運
送

業
な
ど
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。 厚

生
労
働
省
の
「
令
和
５

年
度
労
働
災
害
動
向
調
査
」

に
よ
る
と
、
百
万
延
べ
実
労

働
時
間
当
た
り
の
死
傷
者

数
で
災
害
発
生
頻
度
を
表

す
「
度
数
率
」
で
は
、
建
設

業
は
０･

65

と
全
産
業
の

２･

14

を
下
回
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
労
働
災
害
に
よ
る
死
傷
者
の
延
べ
労
働
損
失
日
数
を
死
傷
者
数
で
除

し
た
「
死
傷
者
一
人
平
均
労
働
損
失
日
数
」
で
は
建
設
業
は
１
０
５･

４
と
全
産

業
の
40･

０
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
は
他
の
業
種
と
比
較
し
、
建
設
業
は
労
働
災
害
が
発
生
し
や
す
い
業

種
で
は
な
い
も
の
の
、
労
働
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
そ
の
結
果
は
重
大
に
な

り
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

        

  

建
設
業
に
お
い
て
重
大
災
害
と
な
り
や
す
い
の
は
、 

 

① 

自
然
環
境
の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
こ
と 

 

② 
 

重
量
物
を
扱
う
作
業
が
多
い
こ
と 

 

③ 
 

高
所
作
業
や
地
山
掘
削
な
ど
の
危
険
な
作
業
が
あ
る
こ
と 

 

④ 
 

高
出
力
で
重
量
の
あ
る
建
設
機
械
を
用
い
る
こ
と 

な
ど
の
建
設
業
の
持
っ
て
い
る
特
性
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
さ
ら
に
森
林
土
木
工

事
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
特
性
に
加
え
て
雨
や
強
風
、
雷
、
雪
、
害
虫
な
ど
自

然
条
件
等
の
影
響
が
高
ま
る
こ
と
や
、
不
安
定
な
急
傾
斜
地
で
の
作
業
が
多
い
な

ど
、
よ
り
悪
条
件
が
重
な
る
の
で
重
大
災
害
の
発
生
リ
ス
ク
が
よ
り
高
ま
る
こ
と

に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
次
に
、
労
働
災
害
を
類
型
別
に
見
る
と
、
全
産
業
（
図―

４
）
で
最
も
多
い
の

は
「
転
倒
」
の
26･

８
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
建
設
業
（
図―

５
）
に
お
い
て

は
「
転
倒
」
は
12･

０
㌫
で
、
墜
落
・
転
落
が
31･

４
㌫
と
他
の
類
型
と
比
較
し
て

突
出
し
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 
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こ
れ
は
、
建
設
工
事
の
労
働
環
境
が
他
の
産
業
の
労
働
環
境
に
比
べ
て
足
場
や

高
所
で
の
作
業
頻
度
が
高
い
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
り
、
建
設
業
に
お
い
て
は
こ

の
「
墜
落
・
転
落
」
の
防
止
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

              

な
お
、
全
産
業
で
最
も
多
い
「
転
倒
」
の
理
由
は
、 

（1）
高
齢
化
（
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
歩
行
、
バ
ラ
ン
ス
、
筋
力
な

ど
の
運
動
機
能
が
減
少
し
転
倒
リ
ス
ク
が
高
ま
る
） 

（2）
病
気
や
薬
の
影
響
（
脳
神
経
機
能
や
感
覚
機
能
、
循
環
器
系
な
ど
に
起
因
す
る

病
気
や
障
害
、
ま
た
は
薬
の
服
用
が
転
倒
の
原
因
） 

(3)
運
動
不
足
（
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
を
低
下
さ
せ
、
転
倒
リ
ス
ク
を
増
加
） 

な
ど
、
複
数
の
要
因
に
よ
る
も
の
と
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。 

労
働
環
境
に
お
い
て
は
、
転
倒
が
初
期
要
因
と
な
っ
て
墜
落
・
転
落
事
故
に
つ

な
が
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
高
齢
の
作
業
者
が
多
い
工
事
現
場
で
は
転

倒
予
防
に
も
適
切
な
対
策
が
必
要
で
す
。
適
切
な
足
場
の
設
置
と
点
検
、
作
業
員

の
適
切
な
教
育
と
訓
練
、
適
切
な
衣
服
や
靴
の
着
用
、
危
険
箇
所
の
警
告
表
示
、

作
業
現
場
の
整
理
と
清
掃
な
ど
の
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
押
さ
え

て
転
倒
事
故
の
防
止
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

 

３ 

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
状
況 

 

国
有
林
野
事
業
に
お
け
る
直
近
10
年
間
の
請
負
事
業
・
立
木
販
売
等
に
お
け
る

労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
図―

６
に
示
し
ま
す
。 

休
業
４
日
以
上
の
重
大
災
害
を
含
む
労
働
災
害
の
発
生
件
数
は
、
令
和
３
年
度

ま
で
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
微
増
を
続
け
令
和
６
年
度
に
は

81
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
重
大
災
害
だ
け
を
見
て
も
、
令
和
４
年
度
ま
で
減

少
し
た
後
は
増
加
に
転
じ
、
令
和
６
年
度
に
は
８
件
と
、
こ
の
10
年
間
で
は
最
も

多
い
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
８
件
の
重
大
災
害
を
事
業
別
に
見
る
と
、
立

木
販
売
お
よ
び
生
産
事
業
に
お
け
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
う
ち
の
５
件
は
立
木
の

伐
倒
作
業
に
お
い
て
発
生
し
た
も
の
で
す
。 

一
方
で
森
林
土
木
事
業
を
見
る
と
、
令
和
６
年
度
は
重
大
災
害
は
発
生
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
休
業
４
日
以
上
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
も
10
件
と
昨
年
の
14
件
よ

り
減
少
し
、
最
近
10
年
間
で
は
平
成
29
年
度
に
次
ぐ
少
な
い
件
数
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
成
27
年
度
及
び
令
和
元
年
度
を
除
い
て
毎
年
10
～

14
件
の
間
を
推
移
し
て
い
る
状
況
は
重
大
災
害
の
発
生
し
た
令
和
元
年
度
、
令
和

３
年
度
、
令
和
５
年
度
の
状
況
と
変
わ
ら
な
い
と
も
言
え
ま
す
。 
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              ５ 

労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら 

 

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
「
事
業
者
は
、
労
働
災
害
の
防
止
の
た
め
の
最
低
基
準

を
守
る
だ
け
で
な
く
、
快
適
な
職
場
環
境
の
実
現
と
労
働
条
件
の
改
善
を
通
じ
て

職
場
に
お
け
る
労
働
者
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
事
業
者
の
責
務
を
定
め
て
い
ま
す
。 

不
幸
に
し
て
労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
労
働
安
全
衛
生
法
や
建

設
業
法
等
の
行
政
法
上
の
責
任
に
と
ど
ま
ら
ず
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
等
の
刑
法

や
損
害
賠
償
等
の
民
法
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

労
働
災
害
を
発
生
さ
せ
た
企
業
は
、
発
注
者
や
行
政
庁
へ
の
適
切
な
報
告
や
調
査

に
応
じ
る
と
と
も
に
、
行
政
庁
か
ら
修
正
措
置
を
講
ず
る
よ
う
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
労
働
者
や
そ
の
家
族
と
の
調
整
や
補
償
な
ど
も
事
業
者
の
責
務

と
な
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
法
的
な
責
任
以
外
に
も
、
労
働
災
害
発
生
に
よ
る
事
業
停
止
に
よ
る

損
失
や
企
業
の
社
会
的
信
用
の
失
墜
、
さ
ら
に
は
刑
事
事
件
や
民
事
訴
訟
な
ど
に

至
っ
た
場
合
の
社
会
的
評
価
の
低
下
は
看
過
で
き
な
い
問
題
と
な
り
ま
す
。 

近
年
で
は
、
使
用
者
に
対
し
安
全
配
慮
義
務
の
徹
底
や
労
働
災
害
に
関
す
る
行

政
処
分
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
賠
償
等
の
強
化
も
み
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
は
「
企
業
は
労
働
災
害
を
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
社
会
的

な
要
求
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
企
業
に
と
っ
て
の
安
全
確
保
は
、
企
業
本
来
の
生

産
活
動
と
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
重
要
な
責
務
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
者

に
は
積
極
的
な
安
全
対
策
と
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

４ 

伐
木
作
業
の
安
全
対
策 

 

伐
木
作
業
に
お
け
る
死
亡
災
害
は
、
国
有
林
野
事
業
の
み
な
ら
ず
林
業
全
体
に

お
い
て
毎
年
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
は
、
労
働
安
全
衛

生
規
則
の
一
部
を
改
正
し
伐
木
作
業
に
お
け
る
安
全
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。  

こ
の
対
策
は
林
業
、
土
木
工
事
や
造
園
工
事
業
な
ど
、
業
種
に
か
か
わ
ら
ず
伐

木
作
業
を
行
う
す
べ
て
の
業
種
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
森
林
土
木
工
事
に
お

い
て
特
に
支
障
木
の
伐
木
作
業
を
行
う
際
に
は
改
正
さ
れ
た
規
則
の
遵
守
が
必

須
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参
考
に
、
令
和
元
年
に
厚
生
労
働
省
よ
り
公
表
さ
れ
た
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
伐
木

作
業
に
お
け
る
安
全
対
策
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（h
t
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s
:
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/
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図－６ 国有林野事業における重大災害等の 

発生状況（請負事業・立木販売等） 

 

（出典：林野庁資料） 
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令
和
７
年
４
月
２
日
（
水
）
、
林
土
連
技
術
・
安
全
委
員
会
（
委
員
長
：
木
下

修
長
野
協
会
会
長
）
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
方
式
で
開
催
し
ま
し
た
。 

施
工
技
術
の
向
上
と
労
働
災
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め
に
理
事
会
の
下
に
設

置
さ
れ
た
林
土
連
技
術
・
安
全
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
「
技
術
・
安
全
対
策
実
施

方
針
」
の
決
定
と
技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
及
び
労
働
災
害
防
止
研
修
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

 

会
議
で
は
、
冒
頭
、
木
下
委
員
長
か
ら
「
本
日
の
会
議
は
、
施
工
技
術
の
向
上

と
労
働
災
害
の
防
止
等
に
関
す
る
企
画
立
案
が
目
的
で
あ
り
、
今
年
度
の
林
土
連

の
技
術
・
安
全
対
策
の
実
施
事
項
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。
各
委
員
・
幹
事
に
は

積
極
的
な
発
言
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
開
催
の
挨
拶
に
続
い
て
木
下
委
員
長
が

議
長
と
な
っ
て
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

議
事
は
、
最
初
に
「
令
和
７
年
度
技
術
・
安
全
対
策
実
施
方
針
」
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
提
案
さ
れ
、
質
疑
応
答
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
決
定
し
た
実

施
方
針
は
、
９
月
の
理
事
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
林
土
連
で
は
こ
れ
に
基
づ

き
各
般
の
技
術
的
課
題
に
取
り
組
み
、
労
働
安
全
対
策
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

 

続
い
て
、
技
術
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
森
林
土
木
工
事
の
現
場
技
術
者
が
日
頃
か
ら
感
じ
て

い
る
課
題
・
要
望
等
を
収
集
し
、
林
土
連
の
活
動
の
基
礎
資
料
と
す
る
ほ
か
、
林

野
庁
等
の
関
係
機
関
に
対
す
る
森
林
土
木
工
事
に
関
す
る
意
見
や
提
案
等
に
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
事
務
局
の
提
案
に
対
し
て
各
委

員
か
ら
実
施
に
あ
た
っ
て
の
要
領
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
の
質
疑
応
答

を
経
て
実
施
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
決
定
を
受
け
、
４
月
上
旬
か
ら
下
旬
ま
で
を
回
答
期
間
と
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
今
後
の
諸
活
動
に
活
用
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

    

４
月
18
日
（
金
）
、
山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
内
の
会
議
室
に
お
い
て
令
和
７
年
度

設
計
積
算
基
準
等
の
改
正
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

勉
強
会
に
は
、
林
野
庁
計
画
課
か
ら
施
工
企
画
調
整
室
の
有
山
隆
史
室
長
、
島

田
喜
代
司
設
計
基
準
班
担
当
課
長
補
佐
、
小
嶋
公
輝
施
工
技
術
班
担
当
課
長
補
佐
、

齋
藤
絵
里
施
工
企
画
班
担
当
課
長
補
佐
、
早
川 

慶
設
計
基
準
係
長
が
、
業
務
課

か
ら
藤
原 

司
企
画
官
、
佐
井
正
幸
災
害
対
策
分
析
官
、
加
藤
正
治
森
林
土
木
専

門
官
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
関
係
団
体
か
ら
は
一
般
社
団
法
人
森
林
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
協
会
を
は
じ
め
、
当
協
会
を
含
め
て
17
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

勉
強
会
は
、
冒
頭
、
有
山
室
長
よ
り
「
近
年
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
大
規
模

自
然
災
害
に
対
し
、
防
災
・
減
災
国
土
強
靱
化
対
策
と
し
て
森
林
整
備
及
び
治
山

事
業
は
一
層
重
要
と
な
る
中
、
地
域
社
会
の
守
り
手
で
あ
る
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

森
林
土
木
工
事
が
選
ば
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
も
適
正
な
利
潤
の
確
保
、
生
産
性

の
向
上
、
安
全
性
の
向
上
に
向
け
取
り
組
み
を
継
続
し
て
き
た
。
そ
の
効
果
と
し

て
、
入
札
の
不
落
発
生
率
が
低
下
す
る
な
ど
一
定
の
成
果
が
現
れ
て
き
て
お
り
、

林
野
庁
と
し
て
も
引
き
続
き
選
ば
れ
る
森
林
土
木
の
推
進
を
進
め
る
と
と
も
に
、

設
計
積
算
基
準
等
の 

改
正
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催 

林
土
連
技
術
・
安
全
委
員
会
を
開
催 
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現
場
条
件
に
対
応
し
た
設
計
積
算
と
な
る
よ
う
設
計
積
算
基
準
等
の
改
正
に
も

務
め
、
更
な
る
発
注
環
境
の
改
善
に
努
め
て
参
り
た
い
」
旨
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
林
野
庁
か
ら
の
説
明
に
移
り
ま
し
た
。 

 

林
野
庁
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、 

・
発
注
者
支
援
業
務
の
改
正 

・
令
和
７
年
度
森
林
整
備
保
全
事
業
積
算
基
準
等
の
主
な
改
正 

等
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
出
席
者
を
交
え
て
質
疑
応
答
と

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

関
係
団
体
に
は
関
心
の
高
い
内
容
だ
け
あ
っ
て
、
出
席
者
か
ら
は
活
発
な
意

見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
充
実
し
た
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

ご
多
忙
の
中
、
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ご
説
明
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
林
野

庁
の
皆
さ
ま
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

            

    

林
土
連
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
令
和
６
年
度
に

各
協
会
が
実
施
し
た
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
他
の
模
範
と
な
る
優
秀
な
取
り

組
み
を
選
定
し
表
彰
し
ま
し
た
。 

 

あ
ら
か
じ
め
事
務
局
で
厳
選
し
た
優
秀
と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
５

名
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
に
特
に
優
秀
と
思
わ
れ
る
取
り
組
み
を
選
定
し

て
い
た
だ
い
た
結
果
、
次
の
３
つ
の
活
動
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

１ 

高
校
生
を
対
象
と
し
た
「
現
場
見
学
会
」
を
実
施 （

旭
川
林
業
土
木
協
会
） 

 
 

旭
川
協
会
で
は
、
森
林
土
木
分
野
の
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
技
術
専
攻
の
高
校
生
を
対
象
に
森
林
土
木
工
事
の
現
場
見
学
会
を
実
施 

         

社
会
貢
献
活
動
で
３
協
会
を
表
彰 

座学の様子 

グループに分かれて見学 

有山施工企画調整室長 

勉強会の様子 
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し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
令
和
６
年
度
で
８
回
目
と
な
る
も
の
で
、
参
加
し

た
高
校
生
か
ら
は
「
治
山
事
業
に
興
味
が
わ
い
た
」
、「
貴
重
な
経
験
を
今
後
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
国
有
林
野

事
業
や
森
林
土
木
事
業
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
も
に
、
建
設
業
の
将
来
の
担
い

手
確
保
に
も
貢
献
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で

す
。 

 

２ 

国
有
林
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
北
見
林
業
土
木
協
会
） 

 

北
見
林
業
土
木
協
会
で
は
、
海
岸
国
有
林
「
常
呂
ワ
ッ
カ
原
生
花
園
」
に
お
い

て
、
地
元
森
林
管
理
署
の
主
催
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
環
境
整
備
に
地
元
市
役
所
な

ど
の
参
加
者
と
と
も
に
、
外
来
植
物
（
イ
タ
チ
ハ
ギ
）
の
駆
除
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
地
域
環
境
の
改
善
・
整
備
と
海
岸
保
安
林
の
保
全
に
貢
献

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

           

３ 

み
ど
り
保
育
園
児
の
園
外
活
動
を
実
施
（
青
森
協
会
） 

青
森
協
会
で
は
、
森
林
に
つ
い
て
深
く
考
え
、
森
林
の
役
割
や
森
林
資
源
の
循

環
・
利
用
等
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
国
有
林
内
の
伐
採
現
場
や
そ
の
周

辺
に
お
い
て
、
地
元
保
育
園
児
及
び
保
護
者
を
対
象
に
、
地
元
森
林
管
理
署
と
協

会
会
員
企
業
に
よ
る
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し

た
見
学
会
に
は
、
多
く
の
園
児
や
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
地

域
住
民
の
森
林
・
林
業
へ
の
関
心
と
森
林
資
源
の
循
環
利
用
へ
の
理
解
に
貢
献
す

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

               
 

外来植物（イタチハギ）駆除作業 

駆除したイタチハギを運搬 

見学会の様子（上下） 
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札
幌
林
業
土
木
協
会
青
年
会
議
に
つ
い
て 

 

日
成
建
設
株
式
会
社 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表
取
締
役
社
長 

坂
田 

啓
一
郎 

（
札
幌
林
業
土
木
協
会
） 

 

札
幌
林
業
土
木
協
会
青
年
会
議
の
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
、
日
成
建
設
株
式

会
社
の
坂
田
啓
一
郎
と
申
し
ま
す
。
先
の
林
土
連
総
会
で
も
話
題
に
挙
げ
ら
れ
た

よ
う
に
、
全
国
各
地
で
青
年
団
体
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
一
例
と
し
て
当
会

の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

■
札
幌
林
業
土
木
協
会
青
年
会
議
と
は 

１
９
９
０
（
平
成
２
）
年
６
月
、
社
団
法
人
札
幌
林
業
土
木
協
会
会
員
各
社
の

青
年
経
営
者
有
志
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
、
ま
も
な
く
35
年
を
迎
え
ま
す
。 

当
時
、
北
海
道
内
で
も
一
般
土
木
分
野
で
は
既
に
各
地
で
青
年
団
体
が
組
織
さ

れ
、
各
メ
ン
バ
ー
も
そ
れ
ぞ
れ
各
団
体
に
所
属
し
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 
 

そ
の
中
で
、
林
業
土
木
で
も
青
年
団
体
を
作
り
、
将
来
の
た
め
に
意
見
交
換
や

親
睦
を
図
ろ
う
と
若
手
が
集
ま
っ
た
の
が
当
会
の
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。 

会
員
数
は
、
結
成
か
ら
暫
く
は
20
名
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、
公
共
事

業
投
資
の
大
幅
削
減
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
数
年
前
に
は
一

時
４
名
ま
で
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
４
名
で
は
活
動
も
ま
ま
な
ら
ず
、

会
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
会
長
の
「
青
年
会
議
の
歴
史
を
止
め

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
強
い
思
い
の
も
と
、
辛
抱
強
く
活
動
を
継
続
し
会
員
拡

大
を
図
り
、
現
在
は
８
名
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

35
年
間
の
中
で
は
世
代
交
代
も
行
わ
れ
、
現
会
員
は
会
員
Ｏ
Ｂ
の
子
息
も
増
え

て
き
て
お
り
『
業
界
の
将
来
を
担
う
後
継
者
を
育
成
す
る
』
と
い
う
目
的
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
の
企
画
運
営
や
事
務
局
業
務
は
会
員
自
ら
が

行
い
、
若
手
会
員
の
勉
強
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
ま
す
。 

 

■
活
動
内
容 

当
会
の
会
則
で
は
、
目
的
と
し
て
『
林
業
土
木
事
業
の
現
状
・
技
術
課
題
等
に

つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
意
見
交
換
及
び
親
睦
を
図
り
、
広
報
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
技
術
研
修

等
を
通
し
て
、
各
会
員
企
業
の
後

継
者
を
育
て
る
こ
と
』
と
定
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て 

・
課
題
解
決
の
た
め
発
注
官
庁

と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
、
現
地

研
修 

・
会
員
親
睦
の
た
め
の
各
種
行

事 ・
広
報
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動 

を
活
動
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。 

 

「 

会 

員 

か 

ら 

の 

声 

」 

北海道森林管理局との意見交換会 
（令和５年） 
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意
見
交
換
会
で
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局
幹
部
の
方
や
、
大
学
の
先
生
な
ど
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
勉
強
会
・
意
見
交
換
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
会
員
数

の
減
少
や
世
情
の
問
題
で
開
催
で
き
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
に
復

活
し
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
林
土
連
現
地
技
術
研
修
会
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
最
新
技
術
や
知
見
を
学
ぶ
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

会
員
交
流
行
事
と
し
て
は
、
総
会
や
忘
年
会
な
ど
の
ほ
か
、
各
会
員
の
地
元
で

の
地
域
交
流
会
を
行
い
、
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

中
で
も
、
会
員
企
業
が
国
有
林
と
協
定
を
結
ぶ
「
オ
ク
ル
ン
ベ
ツ
水
源
の
森
」

で
の
親
睦
会
は
、
会
員
自
身
が
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
恒
例
行
事
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

           

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
は
、
札
幌
林
業
土
木
協
会
が
開
催
す
る
国
有
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
例
年
参
加
す
る
ほ
か
、
広
報
事
業
と
し
て
「
森
の
音
楽
会
」
も
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
今
年
も
実
施
を
計
画
し
て
お
り
、
北
海
道
森
林
管

理
局
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
の
方
々
の
森
林
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
と
も
に
、
担
い
手
確
保
の
た
め
の
業
界
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
も
活
用
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

６
月
に
35
周
年
を
迎
え
る
当
会
で
す
が
、
当
地
区
の
林
業
土
木
と
地
域
の
未
来

を
よ
り
明
る
い
も
の
と
す
る
た
め
、
会
員
一
同
、
活
動
を
一
層
楽
し
く
活
発
な
も

の
に
し
て
行
く
所
存
で
す
。
今
後
は
林
土
連
の
皆
様
、
林
野
庁
の
皆
様
に
も
ご
指

導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
国
の
若
手
会
員
と
の
交
流
も
積
極
的
に
図
り

全
国
各
地
に
こ
の
輪
を
広
げ
、
全
国
の
森
づ
く
り
と
林
業
土
木
の
発
展
に
貢
献
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

参
考 

歴
代
会
長 

初

 

代 

１
９
９
０
年
～ 

坂
田 

憲
正
（
日
成
建
設
㈱
） 

２

 

代 

１
９
９
２
年
～ 

鼻
和 

憲
生
（
㈱
鼻
和
組
） 

３

 

代 

１
９
９
４
年
～ 

森
脇 

俊
雄
（
㈱
森
脇
組
） 

４

 

代 

１
９
９
６
年
～ 

三
好 

信
司
（
三
好
土
建
㈱
） 

５

 

代 

１
９
９
８
年
～ 

矢
野 

勝
彦
（
㈱
矢
野
建
設
） 

６

 

代 

２
０
０
０
年
～ 

工
藤 

清
隆
（
北
成
建
設
㈱
） 

７
 

代 

２
０
０
６
年
～ 

及
川 

 

聡
（
及
川
産
業
㈱
） 

８

 

代 
２
０
１
２
年
～ 

村
田 

 

修
（
㈱
村
田
土
建
） 

９

 

代 
２
０
２
１
年
～ 

中
島 

功
治
（
北
宝
建
設
㈱
） 

10
代 

２
０
２
３
年
～ 

坂
田
啓
一
郎
（
日
成
建
設
㈱
） 

森の音楽会（平成７年 北海道森林管理

局玄関ホール） 

オクルンベツ水源の森での親睦会 

（令和３年） 
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４ 
月

 

２
 

日
（
水
） 

令
和
７
年
度
第
１
回
技
術
・
安
全
委
員
会
（
リ
モ
ー
ト
） 

４ 

月

 

７
 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

４ 

月
18
日
（
金
） 

設
計
積
算
基
準
等
改
正
に
関
す
る
勉
強
会 

（
山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
） 

５

 

月

 

７

 

日
（
水
） 
事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

   

７ 

月
10
日
（
木
） 

 

三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
）

 

９ 

月

 

９

 

日
（
火
） 

第
２
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

９ 

月
10
日
（
水
） 

事
務
局
長
会
議
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

10
月
22
日
（
水
） 

林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
（
軽
井
沢
町
） 

 

～

 

23
日
（
木
） 

 

11
月
17
日
（
月
） 

技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月
18
日
（
火
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

労
働
災
害
防
止
研
修
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月
19
日
（
水
） 

２
０
２
５
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

12
月

 

４

 

日
（
木
） 

第
３
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 令

和
８
年 

１
月
22
日
（
木
） 

第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

２
月
17
日
（
火
） 

令
和
８
年
度
定
時
総
会
及
び
関
連
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
） 

   

◎ 

４
月
１
日
付
け
で
林
野
庁
及
び
森
林
管
理
局
・
署
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
。
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
掲
載
は
林
業
土
木
関
係
者
の
み
、
敬
称
略
） 

 

４
月
１
日
付
け 

（
林
野
庁
関
係
） 

 

計
画
課 

課
長
補
佐
（
設
計
基
準
班
担
当
） 

 
 

 
 

島
田
喜
代
司 

 

整
備
課 

課
長
補
佐
（
総
括
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

松
山 

知
恵 

 

整
備
課 

森
林
土
木
専
門
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
田 

雅
人 

 

整
備
課 

課
長
補
佐
（
林
道
事
業
班
担
当
） 

 
 

 
 

長
縄 

友
和 

 

整
備
課 

課
長
補
佐
（
地
域
整
備
班
担
当
） 

 
 

 
 

有
馬 

俊
英 

 

治
山
課 

課
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
上
幸
一
郎 

 

治
山
課 

課
長
補
佐
（
災
害
対
策
班
担
当
） 

 
 

 
 

土
井 

崇
史 

 

経
営
企
画
課 

課
長
補
佐
（
総
括
） 

 
 

 
 

 
 

 

山
口 

博
央 

 
業
務
課 

課
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
村 

篤
憲 

 

業
務
課 

企
画
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
原 

 

司 

業
務
課 
課
長
補
佐
（
総
括
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

福
島 

行
我 

●

 

● 

協 

会 

の 

主 

な 

動 

き 

●

 

● 

●

 

● 

今 

後 

の 
予 

定 

●

 

● 

●

 

● 

林 

野 

庁 

人 

事 

●

 

● 
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業
務
課 

課
長
補
佐
（
災
害
対
策
班
担
当
） 

 
 

 
 

大
澤 

 

学 

業
務
課 

課
長
補
佐
（
路
網
整
備
班
担
当
） 

 
 

 
 

佐
藤 

元
徳 

 
 

 （
森
林
管
理
局
関
係
） 

 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 

局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

関
口 

高
士 

 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 

次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

河
野 

裕
之 

 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 

善
行 

 

宏 

北
海
道
森
林
管
理
局 

 
計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 

小
林 

重
善 

東
北
森
林
管
理
局 

 
 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 

石
田 

秀
夫 

東
北
森
林
管
理
局 

 
 

計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 

門
脇 

裕
樹 

関
東
森
林
管
理
局 

 
 

次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

森
山 

昌
人 

関
東
森
林
管
理
局 

 
 

計
画
保
全
部
長 
 

 
 

 
 

伊
奈 

康
治 

中
部
森
林
管
理
局 

 
 

次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
島 

智
幸 

中
部
森
林
管
理
局 

 
 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 

永
田 

治
久 

 
 

中
部
森
林
管
理
局 

 
 

計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 
藤
平 

康
則 

 
 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 

松
井 
信
行 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 

石
上 

公
彦 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 

近
藤 

 

匡 

四
国
森
林
管
理
局 

 
 

計
画
保
全
部
長 

 
 

 
 

 

尾
前
幸
太
郎 

四
国
森
林
管
理
局 

 
 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 

近
藤 

昭
夫 

九
州
森
林
管
理
局 

 
 

総
務
企
画
部
長 

 
 

 
 

 

山
添 

晶
子 

 
 

 

 

  

◎
５
月
16
日
、
気
象
庁
は
「
九
州
南
部
が
梅
雨
入
り
し
た
と
み
ら
れ
る
」
と
発
表

し
ま
し
た
。
九
州
南
部
が
、
沖
縄
・
奄
美
地
方
よ
り
早
く
全
国
ト
ッ
プ
で
梅
雨
入

り
と
な
る
の
は
史
上
初
め
て
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
異
例
の
梅
雨
入
り
と
な
っ
た
の
は
、
太
平
洋
高
気
圧
の
張
り
出

し
が
今
年
は
強
く
、
日
本
の
上
空
の
偏
西
風
が
平
年
よ
り
北
よ
り
を
流
れ
て
い

る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

九
州
北
部
か
ら
東
北
の
梅
雨
入
り
は
も
う
少
し
先
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

梅
雨
の
は
じ
め
に
大
雨
に
な
る
恐
れ
も
あ
り
、
土
砂
災
害
や
河
川
の
増
水
に
注

意
・
警
戒
が
必
要
で
す
。 

こ
の
時
期
現
場
は
、
床
掘
が
終
了
し
、
型
枠
組
立
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
と
作

業
を
進
め
る
頃
で
す
が
、
技
術
者
の
皆
さ
ん
は
、
毎
日
空
模
様
を
に
ら
み
な
が
ら

作
業
工
程
を
ど
う
す
る
か
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

梅
雨
期
の
雨
が
工
事
の
進
行
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願
い
ま
す
。 

一
般
社
団
法
人 

日
本
林
業
土
木
連
合
協
会 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二―

一
四―

二 

山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
三
階 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
三―

三
五
八
一―

七
七
〇
四 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
三―

三
五
八
〇―

八
四
〇
三 

h
t
t
p
:
/
/
r
i
n
d
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
 

発
行
者 

 

堂 

本 
 

整 
 

●

 

● 

編 

集 

後 

記 

●

 

● 


